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廷

で

た

E

海

俸

し

む

北

口

功

町

、

の

成

肘

年

方

に

川

町

汁

地

附

刻

‘

畑

ぷ

附

糊

行

恐

水

炉

問
臥

h

h
山
間

選
不
よ
波
明

海
所
に
に
ヨ

北
出
香
川
汗
一
ハ

。
も
同
厚
明

る
る
}
川
、
地
叫

捺
す
べ
夷
ー

に

と

す

蝦

わ

〉
〉
は
年
は

縞

五

て

十

七

長
四
就
除
ー
は

た
う
と
し
て
居
る
が
、
そ
れ
は
久
し
い
間
失
般
の
脱
出
先
で
る
っ
た
。
此
時
は
函
館
附
近
の
範
同
で
作
右
衛
門
左
る
も
の
が
試
み
た
の
康
三
に
元
討

へ

き

り

ち

、

前

二

作

が

E

で
る
る
が
二
三
年
で
陵
し
た
と
一
マ
一
口
ひ
、
翠
々
一
花
協
七
年
同
謹
切
地
に
於
て
墾
田
を
試
み
新
米
を
諜
主
に
呈
し
た
も
の
が
あ
り
、
元
総
松
田
岡
没
収

、。酌
h
p
k
H
日勾

十
三
・
四
年
頃
に
は
江
差
に
於
て
新
岡
を
附
議
し
た
も
の
が
あ
る
が
持
永
績
は
し
-
な
か
っ
九
。
瞳
え
て
享
保
ト
七
千
(
二
三
九
二
)
年

C
水
藤
滞
〉

』

F

，

元

年

の

佐

は

治

酔

一
持
、
び
江
差
で
新
旧
を
試
み
新
穀
を
帯
、
一
士
山
仏
献
や
る
者
あ
り
、
一
万
文
四
年
(
二
三
九
九
)
東
部
一
怖
島
及
大
野
に
於
て
新
一
同

ι問
裂
し
、
一
告
訴
一
山
一

pr

柑
併
に
於
て
四
賀
を
行
っ
た
純
で
あ
っ
た
が
、
三
年
に
し
て
底
止
さ
れ
、
明
和
の
末
(
二
四
三

O
〉
頃
二
三
年
間
東
部
…
比
部
に
於
て
少
川
尚
一
比
一
切
恥

し
く
水
旧
を
試
み
た
が
、
間
も
な
く
肢
し
、
安
永
八
年
ハ
二
四
三
九
)
松
前
康
長
が
株
主
に
告
げ
秋
田
の
農
夫
成
田
繭
共
街
な
る
一
訴
川
町
人
献

ー

、

?

ふ

く

ミ

志

に

ふ

性

ふ

・

絡

も
の
を
招
い
て
一
附
島
に
新
旧
を
開
殻
せ
し
め
た
が
、
凶
作
の
た
め
去
り
て
来
ら
す
翌
九
年
更
に
百
軒
の
酔
夫
を
し
て
札
ら
せ
た
カ
前
)
ら
土
言
舎

三
年
目
の
凶
作
で
一
股
約
し
た
。
寛
政
十
一
年
幕
府
が
東
蝦
夷
地
を
直
陪
す
る
や
、
種
々
の
穀
寂
左
試
作
し
、
水
間
も
亦
之
左
試
み
た
松
臆
あ
「
と
枇

の
に
、
年
々
成
熟
し
た
の
も
、
享
和
一
一
年
箱
館
奉
行
が
設
置
せ
ら
る
L
や
、
奉
行
洞
太
正
養
の
護
菜
に
よ
り
大
規
模
な
墾
田
佐
計
叢

北

海

米

史

道

作

同U

|
|
何
故
稲
作
が
後
達
し
な
か
っ
た
か
|
|

品

ィう、
彦三Z
F仁2

新

W
A
μ
 

白
Hm

緒

論

北
海
道
で
最
初
に
米
作
が
試
み
ら
れ
た
の
は
、
元
職
五
年
(
紀
元
二
三
五
三
)
の
事
で
あ
っ
て
や
が
て
二
百
五
十
年
の
陪
史
を
持

北

海

道

米

作

前

史

二
六
五
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2 ) 



北

海

泣

米

作

前

山

九

一
一
六
六

し
、
即
ち
文
化
二
年
、

関
山
X
並
'
H

斗
廿
司
問
主
玉
、

U
、
ド
山
又

J
1
9一
日
釘
百
円
J

、

i
f
-
-
i古川
JJf
」

4
1
1
1
J
説
ノ
艮

4
fー

石
坂
武
兵
衛
、
在
住
勤
方
代
島
幸
平
等
が
掛
と
な
り
、
用

建
、
周
聞
に
命
じ
越
後
共
他
の
諸
園
か
ら
農
民
を
募
集
し
今
の
大
野
村
字
庚
申
塚
(
今
の
範
同
郡
本
郷
)
及
文
月
村

κ移
し
、
小
屋

を
作
り
、
州
民
共
を
典
へ
て
之
た
奨
励
し
、
文
化
二
年
に
は
百
四
十
町
歩
(
庇
巾
域
九
十
町
歩
、
文
月
五
十
町
歩
〉
を
開
墾
、
内
種
籾

不
足
で
十
二
町
歩
を
作
付
し
た
の
み
で
あ
る
の
に
約
六
百
依
ハ
山
斗
入
)
の
籾
を
得
た
の
で
犬
い
に
力
を
件
、
桁
館
備
令
一
高
雨
を

之
に
営
て
た
外
年
々
四
千
三
白
雨
飴
を
伴
る
見
込
の
奉
行
問
官
舶
収
入
の
一
部
を
割
い
て
そ
の
費
用
に
充
て
る
一
引
に
し
た
。
民
間
に

於
て
も
之
に
習
ふ
も
の
多
く
、
文
化
六
年
の
調
に
よ
れ
ば
、
開
墾
純
一
聞
は
更
に
間
近
本
郷
・
中
野
・
勝
山
・
千
代
間
・
峠
下
・
一
本
木
-

m川
'
一
之
波
・
上
山
・
鍛
冶
の
各
郷
に
撰
大
し
、
同
凡
百
五
十
町
歩
、
家
数
百
六
軒
を
数
ふ
る
に
五
っ
て
居
る
抗
、
文
化
三
年
露

人
千
品
・
梓
太
等
に
来
冠
す
る
あ
り
、
奉
行
亦
H
一
止
が
封
策
の
た
め
他
佐
省
る
暇
な
く
、
間
も
な
く
共
責
任
を
問
は
れ
て
最
も
熱
心
だ

っ
た
奉
行
羽
太
正
養
が
致
仕
し
た
の
で
、
幕
府
の
奨
励
も
従
っ
て
廃
さ
れ
全
く
停
頓
蹴
態
に
陥
り
、
共
後
凶
作
が
来
た
L

め
、
既
成
の

水
間
も
多
く
は
荒
燕
に
師
し
、
文
政
五
年
の
「
牧
納
町
取
立
廉
か
」
に
擦
れ
ば
、
同
地
役
を
納
入
す
べ
き
同
地
は
二
十
一
町
六
一
段
問

畝
歩
を
撒
へ
て
居
る
に
過
ぎ
や
、
更
に
後
に
は
米
作
を
践
し
て
科
を
作
る
に
五
っ
た
と
言
は
れ
、
松
前
器
時
代
に
は
同
地
役
は
徴
牧

乞
止
め
て
居
九
r

此
勢
に
よ
っ
て
、
沙
流
場
所
の
一
番
人
が
仰
人
で
新
旧
若
干
を
聞
き
、
新
穀
を
十
本
行
に
奉
っ
た
い
お
も
あ
っ
た
が
、

是
も
亦
自
然
慶
さ
れ
て
了
っ
た
も
の
と
忠
ば
れ
る
。

斯
く
し
て
、
折
角
幕
府
の
熱
心
な
奨
働
に
も
不
拘
中
約
し
た
と
忠
は
れ
る
米
作
は
、
安
政
年
開
幕
府
の
悩
潟
地
一
回
直
帖
と
共
に
又
表

面
に
現
れ
て
来
た
。
岐
に
安
政
元
年
暮
吏
が
巡
回
し
た
際
襲
に
開
い
た
峠
下
村
・
一
之
政
村
・
本
榔
・
大
野
村
・
千
代
川
郷
・
一
本

木
郷
等
の
各
郷
村
が
米
を
庄
す
る
一
部
を
報
じ
て
回
る
い
、
安
政
二
年
地
籍
を
松
前
務
よ
り
引
稽
い
だ
際
、
打
韻
く
不
作
に
和
税
も
彼

ら
守
、
反
別
艇
と
て
も
無
か
っ
た
が
、
尚
ほ
大
野
村
・
千
代
川
郷
・
一
本
木
郷
・
一
之
渡
村
・
文
川
村
・
出
川
村
・
中
之
郷
・
峠
下

村
・
川
勝
山
村
山
知
、
時
三
川
代
に
川
護
せ
し
め
た
村
々
に
於
て
、
段
別
を
若
干
減
じ
た
百
十
六
町
九
段
五
畝
歩
の
問
が
あ
っ
た
。
相
川
M

，

、

，

ノ

挙
行
は
比
ハ
以
の
伶
見
に
よ
っ
て
「
江
戸
近
作
に
も
不
労
川
刊
の
武
法
」
あ
る
心
討
を
仙
j

更
に
心
中
行
竹
内
保
徳
に
従
っ
て
桁
仰
に
来
り
、

3 享干口元年文月村f'F付段別問反五畝牧穫米十石 rILI-~I-八升ニ介
子:和二年 グ グ 六反歩 。 七石丸31-ニチ¥-二合
文化元年交月村作付段別九反歩 収穫米間十五依，(四斗入〕
:-r-i=和元、二隔年は「千島芯料j五十五日Ifl段亥二月「文月村御:式間作JK 擦る。同
)-~-t には亥をj1í.政三年として府るが恐らく亥年迷ひ、享利の三年であら』、。文化元!.干

の牧草1'114¥館奉行特による〈休日rj光認附録:径三十一、新選北海道史五径九八五頁〉



同抑制中一を
f

心
し
て
副
知
近
布
銭
抽
出
仲
字
的
明
日
出
村
(
人
イ
の
組
出
e

鍛
冶
一
山
村
の
内
川
喰
谷
地
、

上
湯
川
の
内
パ
パ
ブ
ト
コ
ロ
u
m
t
に
投
犬
を

川
年
武
州
二
ム
口
ル
ナ
制
強
字
「
六
分
早
稲
」
、
大
野
村
種
「
あ
か
い
ね
」
、
玉
川
種
学
「
し

な
や
も
ち
」
、
越
後
極
f

千
「
も
り
日
」
、
同
ハ
ナ
「
ゑ
ぴ
手
」
M

干
の
M
a
稲
租
を
選
ん
で
試
作
し
た
所
、
相
常
の
成
績
左
皐
げ
何
た
の
で
、
羽
一
点

移
し
て
政
作
を
試
み
た
崎
山
両
備
な
る
在
が
、

年
よ
り
之
が
杭
制
的
奨
附
に
中
市
川
し
、
各
地
に
御
手
作
刊
切
な
る
ん
日
時
間
部
一
場
を
設
け
農
民
を
慕
移
L
、
係
吏
を
定
め
て
是
を
保
護
指

導
奨
励
し
、
有
上
山
者
の
問
拠
点
乞
山
す
も
の
に
到
し
て
は
極
々
の
使
徒
を
凶
り
、

又
従
来
の
土
若
者
を
勧
奨
し
、
資
力
の
乏
し
い
も
の

に
は
安
政
六
年
よ
り
新
型
一
一
以
沙
に
什
二
分
二
朱
、
川
恐
水
路
端
割
百
間
に
付
金
一
雨
の
割
合
を
以
て
資
金
を
貸
附
し
、

十
ヶ
年
賦

で
巡
べ
併
せ
し
め
、
鍬
下
を
五
ヶ
年
と
し
、
北
バ
間
年
賦
金
を
拘
仰
な
く
納
む
る
者
は
六
年
目
検
地
白
十
一
残
金
を
楽
拍
ナ
る
昨
一
寸
の
便
益
を
阿

っ
た
の
で
、
水
田
を
作
成
す
る
も
の
北
郊
に
増
加
し
、
文
久
二
年
迄
に
拝
借
金
を
出
願
せ
る
新
型
段
別
二
百
六
十
町
歩
に
上
っ
た
。

斯
か
る
欣
況
は
函
館
附
近
以
外
の
地
に
も
及
び
、
松
前
端
悦
に
於
て
は
識
の
奨
帥
仰
に
よ
り
、
厚
搾
部
川
沿
岸
、
天
川
沿
岸
、
仙
川
村
地

内
、
知
内
村
中
J
K
水
川
を
試
む
る
も
の
あ
り
、

蝦
夷
地
に
於
て
も
安
政
四
年
虻
田
に
、
川
一
川
請
負
人
和
田
茂
兵
衛
が
之
を
試
み
、
六

年
新
殺
を
伴
、
岩
内
場
所
字
削
悦
似
の
御
手
作
場
、
山
主
的
、
余
市
等
に
ゆ
小
規
模
に
試
む
る
も
の
あ
り
、
安
政
五
年
以
後
石
狩
平
野
に

所
々
水
川
を
試
作
す
る
も
の
が
現
れ
、
初
々
良
好
な
成
績
を
事
げ
件
た
。
安
政
六
年
演
録
、
山
川
断
片
干
の
支
配
を
命
ぜ
ら
れ
た
庶
内
務

も
水
同
川
護
に
士
山
し
、
文
久
元
年
ω川
副
に
於
け
る
水
川
は
七
段
三
畝
歩
、
稲
極
は
白
髭
平
生
、
米
山
腕
、
合
体
早
稲
、
〉
深
田
早
稲
、

5
 

賀
川
十
柄
、
制
Hr
相
、
川
十
日
午
約
中
寸
断
る
多
聞
に
一
日
一
り
、
未
だ
試
作
の
程
度
は
出
た
か
っ
た
が
相
官
、
な
成
績
を
示
し
た
。

然
る
に
慶
応
二
年
試
候
不
服
の
た
め
凶
作
に
逢
ひ
、
和
々
削
坐
し
た
上
に
、
明
治
維
新
の
唆
飢
、
明
治
二
年
の
凶
作
品
子
に
合
っ
て

一
一
吹
設
地
し
、
蝦
東
地
の
水
川
は
一
時
金
く
い
脱
さ
れ
、
一
倒
防
江
若
拙
方
の
氷
同
も
科
を
作
る
も
白
砂
か
ら
や
J

、
共
以
後
明
治
十
六
年

に
争
点
る
起
は
著
し
き
凶
作
な
く
、
殊
に
明
治
十
一
年
以
後
米
師
、
著
し
く
騰
貴
し
、
十
三
年
に
は
波
z
品
米
一
石
十
闘
以
上
に
騰
っ
た
た

め
、
明
治
三
年
一
三
日
間
十
七
町
沙
を
数
へ
て
陪
た
渡
島
地
万
の
水
同
が
明
治
十
六
年
千
二
百
四
十
八
町
歩
広
増
加
す
る
起
は
、
主
作

物
と
し
て
充
分
に
護
達
し
た
と
は
き
口
へ
十
、
況
や
比
べ
他
の
地
方
に
主
つ
て
は
此
一
一
か
左
試
作
が
繰
返
さ
れ
て
居
る
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。

北

海

道

米

作

前

史

二
六
七
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依然を成安見そ校ばる 1{i〉4: 問主主 I土 ら I~ 1l
っし、 J'}J ;ij(のの術中11 を隊|弟 イIIJ 七ち
.c '今 I'-I~J' し年五l;方 (1句世然保栽とー l'tc -1' ，~ 

んらえ条て1l'rJ品~ rui に数しf1I二日桶に にぺl' 百
川)氏、肢にをか不のーりすせ考 此に]，: ~~ 
叫!と市るーなら nJ 多衣具ーるらへ 前充ト

町よなさ i:rl¥の度しは能いすiF る技れら 史た !f
宅H ~L 地で、て TIJ で出水二f:術、れ iJ" ぬの 治:
川た )j あj;';f h~} 能あ作の 1也が「る 本 ~Uf 以医 米
がイドとる i吹た性つや主It に費二J: 'H く 前史
l試がよ七。末 o をた凶腕組見地は i主でを れ:

み必肢 11ft 年且11設と作悔すさ謀、 にあ千f がI
らすす氷よち械はに|映るれく北 えK り す kl! 
れしる蹴り松1411:山;言襲を位品且 得し海

、る

るもとす文 てへは陥 なて迫 *'1'1 j 七 ~t
や 1lf とる化地るなれてを:か新の 論 か以 tf;J:
似IJ ~イ止に 'Ji: "1' ブJ もい乍た育っ謀議 ね「河辺
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ら
れ
た
稲
が
よ
く
成
以
し
、
恐
ら
く
そ
の
約
か
ら
大
野
和
赤
約
(
俗
に
地
米
赤
毛
年
と
一
石
ふ
)
が
選
ば
れ
て
、
共
後
の
北
栴
辺
米
作

)
 
加

の
北
川
磁
を
作
り
、
-
見
に
安
政
以
後
に
は
矢
張
砕
腕
か
ら
白
岩
が
輸
入
さ
れ
て
一
一
肘
米
作
の
北
川
礎
在
同
め
た
c

市
し
て
米
作
も
拍
子
水

制
性
を
帯
び
、
大
野
村
の
制
作
品
刊
は
天
保
の
凶
荒
そ
経
て
料
配
主
と
す
る
に
五
つ
で
も
小
一
く
股
止
左
見
る
に
五
ら
歩
、
院
肱
二
年
以

後
の
凶
作
に
も
よ
く
耐
へ
て
他
H
の
瑳
民
基
地
を
守
り
組
け
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
は
単
に
気
候
の
問
題
で
は
友
し
に
問
J

ろ
か
L

る日山

加
を
作
る
お
~
に
米
作
を
機
的
制
せ
し
め
た
力
で
あ
る
。

山
来
水
川
の
開
設
に
は
多
く
の
資
本
と
技
術
を
要
し
、
そ
の
た
め
に
は
政
府
は
多
く
の
援
助
を
せ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
特
に

首
時
北
出
活
の
水
川
の
如
き
未
だ
試
作
の
科
度
乞
川
ぬ
も
の
に
る
つ
て
は
、
共
必
裂
は
殊
に
大
き
い
。
此
拙
に
闘
し
て
松
前
滞
と
本

附
と
の
川
に
格
段
の
注
が
あ
る
。
松
前
出
は
H
X
に
到
し
て
全
く
的
極
的
た
態
度
に
出
た
が
、
幕
府
は
杭
制
的
で
あ
っ
た
。
即
ち
、
松
前

権
治
下
に
於
け
る
・
水
川
は
削
人
の
討
と
し
て
行
は
れ
た
場
合
が
な
す
く
、

滞
円
、
ら
が
積
極
的
に
是
を
行
っ
た
の
は
、
元
文
山
年
に
邦
附

が
一
附
い
山
及
大
野
に
安
永
八
年
松
前
院
長
が
瑞
主
活
岐
に
奨
め
て
耐
山
に
試
み
た
も
の
が
あ
る
だ
け
で
、
規
松
も
大
た
ら
夕
、
又
、
水
脱

却

も
し
ふ
な
か
っ
た
。
是
乞
「
土
性
帥
」
の
例
を
引
い
て
論
十
る
札
仰
の
如
く
噌
松
前
総
は
日
記
を
妨
害
し
た
と
は
一
一
一
M

へ
な
く
て
も
、
円
以
を
服
ん

肋
し
は
し
な
か
っ
た
。

松
前
泌
は
川
浪
中
mw
食
判
川
出
を
仙
の
手
段
に
伏
っ
て
解
決
し
仰
る
企
て
が
あ
れ
J

た
か
ら
で
あ
る
。

そ
れ
は

松
前
泌
が
交
通
上
出
ま
れ
た
地
位
に
る
ワ
て
、
米
穀
の
供
給
を
比
較
的
自
信
に
凶
外
か
ら
受
け
る
引
が
川
来
た
と
一
一
百
ふ
が
賢
で
る
る
。

後
に
4
2

一
口
ふ
如
く
出
揃
山
綜
地
で
あ
っ
た
松
前
地
方
は
、
主
食
物
た
る
米
穀
を
他
に
仰
が
ね
ば
な
ら
ぬ
必
然
の
注
命
に
出
張
し
て
川
た

と
一
マ
川
へ
る
が
、
共
移
入
地
は
多
く
奥
羽
殊
に
作
料
に
限
ら
れ
て
陪
た
常
時
は
二
且
此
地
方
に
俄
僻
が
生
じ
た
時
に
は
松
前
も
米
慣
が

騰
貴
し
凶
出
し
た
が
、
後
に
松
前
の
生
産
物
の
版
路
が
損
以
さ
れ
、
各
地
の
E

同
断
が
松
4

一
一
聞
の
地
へ
一
川
小
除
す
る
掠
に
な
る
と
、
単
に
一

地
方
の
俄
仰
で
は
松
前
へ
の
食
料
が
不
安
に
な
る
松
な
事
は
次
第
に
な
く
な
っ
た
。

即
ち
松
前
の
誠
一
嬰
生
庄
日
間
た
る
仙
川
和
は
北
凶
筋

は
勿
論
右
独
、
近
江
か
ら
五
畿
内
問
問
筋
に
迄
そ
の
版
路
を
抗
政
し
、
米
作
地
帯
左
特
一
世
た
川
附
係
を
持
っ
て
陪
た
上
に
、

;
I

「
-

E
孔
・
前
川

出
円
以

-
T
胞
等
は
長
崎
依
物
と
し
て
一
手
買
入
其
方
に
詮
ら
れ
、
木
村
も
亦
大
阪
・
江
戸
等
に
舶
な
か
ら
や
愉
川
さ
れ
て
肘
た
の
で
、

北

海

泣

米

作

前

史

二
六
九

j以来l血二i二法(安J政問;n，む阿川島税制i，i)(北海j丘肱川政23本)による O
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北

海

道

米

作

前

史

二
七

O

J
 

O闘の個

北
凶
M
A

中
岡
筋
の
舶
が
同
疋
日
常

ω
貨
物
を
杭
故
す
る
た
め
に
松
前
に
蒐
ま
っ
た
。

而
も
積
山
川
す
貨
物
が
殆
ん
ど
北
H

心
へ
貨
物
で
あ
っ
た
た

め
に
皆
空
航
ー
で
来
る
の
が
常
で
あ
ハ
J

た
が
、
本
一
舶
は
第
一
航
海
に
危
険
が
あ
っ
た
事
、
第
二
に
船
腹
を
世
ば
し
て
置
く
事
は
不
粧
消

な
こ
と
に
悶
っ
て
、
来
る
時
は
米
・
泊
・
臨
・
細
・
悲
等
を
杭
載
し
て
来
る
た
め
、

日
一
ん
伶
の
も
の
は
比
較
的
削
忠
告
に
仰
る
事
が
出

来
た
。
放
に
非
常
川
米
さ
ヘ
別
立
し
て
置
け
ば
、
例
へ
一
一
地
方
が
俄
館
で
米
穀
の
移
出
を
禁
止
し
て
も
、
松
前
で
入
川
な
米
は
他
附

か
ら
輸
入
を
可
能
と
し
た
。
一
品
保
二
年
「
松
前
蝦
夷
記
」
に
撮
れ
ば
松
前
蒋
が
一
冗
協
の
飢
仰
に
際
し
て
幕
府
に
附
川
で
、
年
々
川
町
の

民
か
ら
川
千
五
百
依
宛
移
入
し
た
代
官
州
柿
下
米
の
外
に
「
従
諸
岡
米
商
舶
杭
米
航
員
数
大
概
一
一
一
白
石
依
」

に
及
ん
だ
と
一
古
川
ひ
、
費

回
十
一
年
「
仰
巡
見
使
肱
答
巾
合
引
一
日
」
に
よ
れ
ば
抑
下
米
の
外
に
「
他
悶
よ
り
年
山
中
入
中
米
間
出
二
百
九
十
一
石
」
に
及
び
、
姐
市
γ

は
伴
Mm
よ
り
入
る
が
越
後
・
出
初
等
よ
り
も
入
る
と
言
ひ
「
蝦
央
防
官
己
は
天
保
頃
松
前
で
入
川
の
米
は
一
:
卜
出
依
(
一
保
川
午
二
二
-

升
入
か
ら
ム
ハ
じ
升
入
J

で
除
以
川
わ
り
と
し
、

千
年
は
山
川
羽
・
越
後
・
津
収
の
一
一
一
ケ
闘
か
ら
の
移
入
で
充
分
に
間
に
合
ふ
が
、
知
じ
円
五

等
の
地
が
不
作
の
場
合
で
も
「
巾
同
・
北
凶
挫
の
舶
々
は
松
前
地
へ
不
結
五
百
拠
つ

L
も
通
」

っ
て
肘
る
か
ら
「
一
一
‘
卜
阿
佐
枕
の
米

を
杭
下
り
候
は
更
に
目
立
不
巾
」
と
当
一
口
っ
て
肘
る
つ
事
一
町
、
官
時
の
問
屋
聞
係
者
如
、
に
現
は
れ
た
米
の
間
知
は
件
特
瓦
米
・
秋
川
・

。岨

臨
越
・
組
問
・
山
内
・
十
市
町
川
・
新
出
・
越
後
・
柴
問
・
村
上
長
附
・
加
賀
・
九
州
の
十
二
一
に
述
し
て
肘
る
。
此
に

Mm前
滞
は
、
出
猟

を
盛
ん
に
し
て
共
川
点
物
を
増
加
す
れ
ば
、
掛
川
ん
の
生
前
に
は
不
安
が
な
く
、
唯
米
の
診
入
が
絶
え
た
時
だ
け
日
正
左
維
持
す
る
備
荒

貯
市
乞
行
ひ
、
漁
期
に
必
‘
少
な
だ
け
の
一
労
働
力
左
入
る
L
も
、
漁
則
を
過
れ
ば
川
門
内
に
汁
一
る
晶
化
許
さ
い
す
、
以
て
過
剰
大
口
の
哨
加
左

抑
川
し
、
そ
れ
に
官
同
し
た
場
合
賑
凶
代
用
食
の
汗
及
、

刑
法
の
比
一
心
止
、
雑
穀
の
作
川
祭
止
、
米
似
の
抑
制
晴
子

ω
非
常
川
世
を
咋
れ
ば

机
問
主
活
れ
川
村
た
の
で
あ
っ
て
、

必
十
し
も
不
安
定
な
米
白
日
給
を
企
て
る
必
裂
が
な
か
っ
た
。

松
前
市
川

ω飢
間
山
況
は
川
正
を
航
排
に

物
託
っ
て
居
る
。

故
に
ト
口
川
十
日
松
軒
も
そ
の
紀
行
「
東
遊
雑
記
」
(
天
川
八
年
)
に
於
て
、
松
前
の
形
山
を
辿
べ

「
米
の
航
段
は
如
何

仰
い
仙
仙
に
て
も
純
だ
に
故
多
取
さ
へ
す
れ
ば
少
し
も
雌
儀
成
主
な
く
、

米
の
川
以
下
仙
に
て
も
似

ω
と
れ
あ
し
き
年
は
し
へ
い
に
聞
出
す

る

U 
Lー

と一一川ひ、

川
人
「
米
は
数
瓜
占
有
作
り
取
し
て
も
仙
川
右
山
市
ら
ざ
れ
ば
白
川
口
川
此
地
へ
杭
来
ら
十
、
十
什
よ
り
米
の
山
川
飢
な
お
引
に
矧

)jU佐J日
!市川法三 冷1たによる京北/)(/何?の史的考終(民業料済研究 披タトー由民〉多lH-i
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依
せ
し
引
は
い
仙
伴
へ
に
も
な
く
、
腕
の
来
れ
る
事
少
な
く
し
て
品
中
大
難
儀
の
引
は
言
伴
ふ
引
に
し
て
、
奥
羽
及
北
岡
帰
路
の
往
来

白
山
の
地
故
い
つ
も
米
に
は
難
儀
な
く
、
高
舶
な
る
い
山
什
も
稀
・
な
る
引
に
て
、
兎
角
川
仰
を
以
て
松
前
中
命
と
し
他
そ
忠
ふ
心
は
な
し
」

と
言
ひ
「
北
海
随
筆
」
(
一
万
文
四
年
坂
倉
似
次
郎
著
)
の
著
者
も
「
柏
は
不
出
来
物
に
成
て
試
る
者
宏
、
し
、
鼎
立
米
ぷ
・
白
山
な
雪
此
な

る
べ
し
。
」
と
一
言
っ
て
居
る
の
は
と
の
謹
の
治
息
を
道
破
し
た
の
で
あ
る
。

然
し
、
斯
る
方
策
は
、
立
時
に
が
、
て
陥
る
批
難
の
釘
象
と
な
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
第
一
に
は
、
松
前
の
依
存
し
た
天
鉱
物
保
取

純
情
が
、
何
時
迄
も
安
全
に
続
け
特
な
い
も
の
で
あ
っ
た
引
で
る
る
。
松
前
地
方
産
業
の
大
宗
と
一
一
目
は
れ
、
「
数
十
年
来
不
漁
と
一
一
一
一
日
ふ

一
品
な
く
、
共
漁
時
分
に
は
白
か
ら
松
前
へ
寄
り
来
て
年
々
時
節
を
建
へ
や
、
存
分
十
日
過
よ
り
凡
二
十
日
程
の
内
に
一
一
J

度
中
サ
来
り
て

共
漁
を
作
れ
ば
、
翌
年
迄
の
渡
世
川
正
に
て
椀
な
り
」
(
北
山
川
随
乍
)
と
稲
せ
ら
れ
古
松
軒
を
し
て
「
帥
だ
に
数
多
取
さ
へ
す
れ
ば
少
し

も
難
儀
成
主
な
く
米
の
慣
下
値
に
で
も
腕
の
と
れ
あ
し
き
年
は
大
い
に
難
協
を
す
る
事
也
」
(
東
遊
雑
詑
)
と
言
は
し
め
た
腕
が
、
安

永
末
年
よ
り
屡
々
凶
ぬ
を
告
げ
始
め
た
主
で
あ
る
。
腕
の
凶
漁
は
、
過
去
に
於
て
も
無
い
わ
け
で
は
な
か
っ
た
が
、

一
年
に
止
っ
た

に
封
し
、
と
の
首
時
か
ら
漸
く
益
性
化
し
て
来
た
の
で
あ
る
。

時
恰
も
天
明
の
太
低
位
に
逢
び
、
松
前
務
は
天
然
産
物
が
盟
宮
で
る
っ
た
た
め
、
餓
死
す
る
者
は
防
か
っ
た
と
は
一
一
二
日
へ
、
未
什
有
の

難
闘
に
直
面
し
た
の
で
あ
っ
た
。
斯
る
費
動
は
、
腕
漁
の
奥
地
移
動
、
新
規
事
業
の
開
殻
(
鱒
料
製
法
、
倒
的
)
等
に
依
て
寵
ふ
い
叫
が
川

来
、
直
ち
に
松
前
様
の
方
針
佐
山
硬
化
せ
し
む
る
力
は
な
か
っ
た
が
向
ほ
「
東
遊
記
}
(
天
明
三
年
立
松
東
蒙
著
ゾ
の
著
者
の
如
く
「
耕

作
を
勤
る
も
の
多
く
、
今
年
の
ご
と
き
俄
死
に
及
ぶ
年
は
あ
る
ま
じ
き
な
り
に
と
云
ひ
「
京
協
参
諦
」
ハ
文
化
二
年
東
持
元
問
、
著
)
の

若
者
も
「
此
地
も
し
不
識
し
、
他
邦
ま
た
有
年
な
ら
ざ
れ
ば
千
座
し
て
餓
死
に
及
ば
ん
こ
と
必
然
な
り
。
闘
を
を
さ
む
る
賢
扶
也
氏
を

す
L

む
る
良
川
川
な
く
し
て
此
民
人
を
教
ゆ
る
い
品
あ
た
は
や
今
日
に
主
る
一
品
質
に
歎
き
て
も
あ
ま
り
有
。
」
と
一
五
ふ
批
難
が
行
は
れ
た
。

「
北
海
随
半
」
の
著
者
も
亦
叫
に
、
「
山
悔
の
利
洋
行
と
い
へ
ど
も
、
五
穀
生
ぜ
ざ
れ
ば
岡
勢
瓦
が
た
く
、
質
朴
の
川
ん
と
い
へ
ど
も
副
館

の
一
位
苦
た
ゆ
る
時
な
し
、
一
ト
年
津
腕
不
熟
に
し
て
安
米
同
を
山
川
さ
ざ
る
時
、
松
前
一
闘
の
間
慨
に
て
一
午
生
相
を
知
ら
ざ
る
民
政
、
ス
笠

北

海

道

米

作

前

史

寸二

は7Jftんど明治以後に'1命入清〈は7守成されたものである O
二IヒillHl起業要録(鈴木大苦手)
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北

海

道

米

作

前

出

品

七

岡
の
飢
館
よ
り
も
猫
更
い
た
み
ふ
か
く
て
死
亡
の
も
の
多
か
り
け
る
に
、
安
作
を
だ
に
主
と
せ
ば
か
L
る
時

ρ愛
は
ま
ぬ
か
る
べ
し
」

と
の
ベ
て
居
る
。
後
に
言
ふ
如
く
、
非
常
に
粗
放
な
る
も
の
で
は
あ
っ
た
ら
し
い
が
、
究
政
末
年
に
は
東
部
の
各
村
で
雑
穀
其
他
の

州
作
を
行
は
な
い
村
は
な
く
、
四
部
も
上
聞
厚
樺
部
川
附
近
に
は
雑
穀
を
航
ゑ
、
牛
農
学
漁
の
生
活
を
た
す
も
の
が
弐
郊
に
増
加
し

つ
L
あ
っ
た
と
と
は
、
常
時
段
平
松
前
地
方
に
於
て
ぬ
織
の
み
に
依
存
す
る
生
活
が
困
那
と
な
り
つ
L
あ
っ
た
市
引
な
示
し
て
居
る
。

今
一
つ
は
官
時
の
根
本
思
想
を
な
し
た
農
本
主
義
的
た
考
へ
方
か
ら
で
あ
る
。
営
時
の
封
建
制
度
は
生
産
の
厭
一
倒
的
友
部
分
を
占

め
る
農
業
の
上
に
立
っ
て
居
た
上
に
、
農
産
物
の
内
最
も
重
要
脱
さ
れ
た
の
は
米
で
、
支
配
者
に
と
っ
て
官
と
言
へ
ば
米
で
あ
り
、

唯
一
の
奨
励
す
べ
き
生
産
業
は
農
業
で
あ
っ
た
。
首
時
の
支
配
者
は
農
業
に
釘
し
米
に
劃
し
て
、
迷
信
的
た
慎
他
を
す
ら
認
め
て
居

た
。
・
即
ち
農
民
に
非
れ
ば
民
に
非
守
、
農
と
言
ひ
耕
と
呼
べ
ば
、
即
ち
米
作
を
意
味
し
て
居
た
の
で
あ
る
。
故
に
農
耕
を
行
は
な
い

農
民
の
な
い
閣
は
閣
と
は
言
へ
な
い
と
考
へ
ら
れ
て
居
た
。
「
闘
彊
銭
」
(
亭
保
初
年
並
河
天
民
蝦
夷
地
間
後
論
)
が
「
旧
地
叫
作
不
レ
致

候
而
ハ
何
ノ
径
無
一
一
御
座
一
候
テ
土
地
保
一
一
御
庄
一
ト
同
事
ニ
御
座
候
」
と
一
一
百
っ
て
居
る
の
は
此
思
想
を
端
的
に
表
現
し
た
も
の
で
あ
っ

た
。
故
に
又
、
農
耕
に
努
め
や
、
年
買
に
基
礎
を
置
か
や
、
所
謂
物
成
の
み
に
悲
磁
を
置
い
た
松
前
務
の
恭
礎
は
薄
弱
で
あ
り
、
そ
の

事
自
'
身
が
批
政
で
あ
る
と
考
入
ら
れ
た
。
「
東
海
参
謂
」
の
著
者
が
嚢
に
引
用
し
た
訴
に
，
次
い
で
、
「
幸
ひ
に
(
飢
餓
を
)
菟
が
れ
O

L

が
友
し
と
一
五
ふ
共
是
良
民
に
あ
ら
ざ
れ
ば
閣
の
本
を
犬
へ
り
。
た
と
へ
数
年
の
拙
仰
を
貯
ふ
と
一
一
日
ふ
と
も
、
本
よ
り
他
邦
の
力
な
れ
ば

永
保
の
地
と
は
稲
す
べ
か
ら
や
。
武
備
の
事
は
扱
置
き
勤
農
は
第
一
の
敢
な
る
も
の
を
。
」
と
て
松
前
氏
の
態
度
、
を
批
難
し
℃
居
る
の

は
此
山
山
想
か
ら
出
後
し
て
居
た
。
か
ろ
し
た
思
想
が
蝦
夷
地
開
拓
論
と
共
に
時
一
体
さ
れ
る
と
、
封
建
都
主
と
し
て
の
松
前
氏
も
亦
動

捕
せ
ざ
る
を
得
た
か
ヲ
た
。
安
永
八
年
、
務
の
行
っ
た
墾
同
は
「
永
世
の
関
谷
」
た
る
と
と
を
信
じ
た
松
前
蹟
長
に
依
て
聾
て
ら
れ

た
も
の
で
あ
り
、
一
冗
文
問
年
の
墾
田
は
、
東
部
の
間
諜
に
特
に
熱
心
だ
っ
た
邦
蹟
が
、
内
H

同
時
漸
く
行
詰
ら
ん
と
す
る
滞
の
財
政
に
一

制
抑
換
乞
加
へ
ん
と
し
て
試
み
ら
れ
た
も
の
と
考
へ
ら
れ
、
決
し
て
飢
餓
の
臆
念
策
と
し
て
行
は
れ
た
も
の
で
は
な
い
。

附
加
し
赴
等
は
世
時
米
、
だ
忠
惣
と
し
て
取
入
れ
ら
れ
て
居
た
に
過
ぎ
す
、
現
買
の
問
題
で
は
な
か
っ
?
か
ら
、
途
に
政
策
と
し
て
寅

術館 I町 BH1~定 IÞJ~ (北海道陣、月Ji.滋潟本〕
千j与志*'1.1こ引かれた書類によて、北海道の農業史を論ずるものは、寛政三主l三に松
前務が農業を奨悶 Lた様に認られて府るが、 (例久松義典 北海之泊費、市銀政
明治維新wJに於ける北海道新祢現象華道肢の年代的考委誇〔法経曾論議第七斡))それ
は干支主主ひで享和年間のものが多い。
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現
す
る
迄
に
は
杢
ら
な
い
弱
い
も
の
で
る
っ
た
。
幕
府
が
蝦
夷
地
を
直
轄
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
凶
防
的
必
裂
は
、
日
正
等
の
思
想
貫

現
に
大
き
な
力
を
輿
へ
た
。
幕
府
の
蝦
夷
地
直
轄
の
原
因
は
露
闘
の
南
伎
を
防
備
す
る
た
め
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
多
く
の
官
吏
を

派
し
て
蝦
夷
を
撫
育
し
、
奥
羽
白
各
務
に
命
じ
て
重
要
地
鮪
に
駐
兵
せ
し
め
た
が
、
是
等
に
封
す
る
食
組
側
確
保
の
た
め
、
'
大
舶
を
建

治
し
て
各
地
の
交
通
運
輸
を
便
に
し
、
非
常
備
米
を
箱
館
及
び
各
場
所
に
貯
蹴
せ
し
め
、
又
寓
一
必
要
の
際
、
俄
に
之
を
他
聞
に
求
め

て
得
ら
れ
な
い
白
を
慮
っ
て
諸
蒋
の
牧
納
米
を
前
金
を
以
て
購
入
、
江
戸
に
廻
港
せ
し
め
以
て
是
に
備
へ
る
等
、
諸
積
の
配
慮
佐
行

ひ
、
食
粧
の
確
保
に
努
め
た
。
然
し
、
不
毛
乞
聞
き
、
農
官
在
奨
め
以
て
人
煙
を
繁
殖
せ
し
め
、
金
続
を
自
給
す
る
引
は
と
の
目
的
の
た

部

め
に
最
も
望
ま
し
い
と
と
L
し
て
賓
現
が
希
望
さ
れ
た
。
即
ち
幕
府
が
直
轄
営
初
か
ら
し
き
り
に
各
地
に
農
作
物
の
試
作
を
行
っ
た

目
的
は
最
初
蝦
夷
の
風
俗
改
揮
に
あ
っ
た
ら
し
く
、
首
時
の
思
想
と
し
て
は
、
肉
食
は
盤
闘
の
風
習
・
穀
食
は
我
閣
の
風
情
で
、
彼
等

を
し
て
我
に
同
化
せ
し
め
ん
と
す
る
に
は
先
づ
食
物
か
ら
礎
へ
て
行
か
ね
ば
な
ら
ぬ
と
の
見
地
か
ら
彼
等
に
「
耕
作
の
道
」
な
教
示

す
る
た
め
で
る
り
、
露
間
頭
市
伎
を
阻
止
す
る
第
一
の
手
段
は
、
営
時
露
四
亜
の
南
進
策
は
「
決
し
て
合
戦
を
不
レ
致
、
只
子
仁
を
恨
り
、

惑
を
似
せ
て
人
を
な
づ
け
、
連
々
一
属
闘
を
d

悩
叫
す
」
文
化
政
策
と
考
へ
ら
れ
て
居
た
か
ら
、
従
来
の
松
前
端
の
政
策
に
依
て
化
外
の
民
制

さ
れ
て
居
た
蝦
夷
を
「
御
徳
化
及
教
育
を
た
れ
、
漸
々
日
本
の
風
俗
に
蹄
し
、
厚
く
服
従
致
し
、
寓
々
一
一
外
問
よ
り
懐
け
件
事
友
P
」有

之
候
と
も
心
底
不
動
様
存
込
せ
」
る
い
お
が
「
御
趣
震
の
第
」
」
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
理
想
と
し
て
は
、
此
闘
を
開
拓
し
「
人
家
法
制

と
建
績
伎
は
Y
、
外
遊
ど
も
容
易
に
寄
付
候
義
も
い
た
し
が
た
ら
」
な
る
筈
だ
か
ら
「
上
闘
ぷ
入
百
姓
之
儀
司
レ
成
丈
引
入
可
レ
巾
心

国

得
」
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
只
最
初
は
「
此
一
事
共
六
ケ
敷
儀
に
可
弘
旬
ニ
御
座
一
」
と
慎
重
注
態
度
に
山
川
て
居
た
に
過
ω
ぜ
な
か
っ
た
。

所
が
直
結
以
後
数
ヶ
年
の
試
作
の
結
果
箱
館
附
近
文
月
村
で
は
、
一
享
和
元
年
に
は
段
官
約
二
一
心
三
斗
飴
、
同
二
年
に
は
段
営
約
一
石

三
斗
飴
、
文
化
一
花
年
に
は
九
段
歩
に
四
十
五
依
、
即
ち
段
首
二
石
と
一
五
ふ
相
官
の
成
績
を
挙
げ
た
の
で
、
文
化
二
年
か
ら
、
積
極
的

に
水
田
の
開
獲
を
奨
倒
し
た
り
で
あ
る
。
而
も
そ
れ
は
、
唯
に
民
を
移
す
と
言
ふ
趣
意
に
止
ら
や
、
米
穀
の
自
給
に
も
目
標
が
置
か
れ

た
の
で
あ
っ
た
事
は
、
そ
の
主
唱
者
洞
太
正
養
が
「
箱
館
を
一
初
め
蝦
夷
地
場
所
々
々
起
本
邦
よ
り
立
入
る
人
許
多
、
な
れ
ば
、
米
穀
は
一

北

海

道

米

作

前

史

二
七
三

休明j光吉日谷之五(前倒〉
新選北海道史 第ハ:径一円:iL八百
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北

海

道

米

作

前

史

二
七
四

日
も
扶
べ
か
ら
や
。
撚
れ
ば
何
程
御
入
殺
あ
り
と
も
箱
館
を
始
蝦
夷
地
末
、
身
迄
迫
々
に
土
地
を
開
き
米
穀
を
生
ぜ
む
事
遠
大
の
謀
に

し
て
首
御
用
の
経
皆
是
に
過
十
」
と
一
五
つ
て
居
る
。
而
し
て
種
子
と
し
て
は
南
部
・
津
軽
よ
り
取
寄
せ
た
も
の
を
刑
ひ
、
無
肥
料
耕

作
で
あ
っ
た
と
思
は
れ
る
に
も
か
L

は
ら
や
、
共
年
は
十
二
町
歩
作
付
六
百
俵
、
即
ち
段
常
五
依
、
二
石
と
言
ふ
成
績
左
事
げ
た
。

然
し
是
等
の
事
業
も
僅
か
三
年
で
文
化
四
年
十
一
月
、
主
唱
者
で
あ
っ
た
羽
太
正
養
、
そ
の
下
に
あ
っ
て
主
と
し
て
是
に
営
っ
た
山

田
鯉
兵
衛
等
が
露
冠
事
件
の
責
に
依
て
職
を
泣
く
や
全
く
陵
止
と
浸
っ
て
了
っ
た
。
「
東
奥
漣
融
遣
事
」
ハ
石
坂
省
著
)
に
は
共
事
註
記

し
て
「
寅
卯
隔
年
呉
園
λ
鼠
妨
一
件
故
障
ト
成
、
新
田
開
後
之
儀
相
止
ミ
、
右
エ
携
リ
候
官
吏
相
館
奉
行
ニ
一
同
点
伶
洞
太
安
嬰
守
、
同

支
配
吟
味
役
絡
一
一
一
ア
山
田
純
兵
衛
夫
々
御
答
筋
ニ
而
御
役
御
兎
相
成
、
共
頃
調
投
下
役
一
苅
締
村
上
次
郎
右
衛
門
者
在
府
政
異
岡
船
渡

来
一
件
ニ
付
而
者
陣
モ
無
之
、
尤
表
面
具
園
舶
乱
妨
之
儀
ニ
付
御
仕
置
一
二
者
候
ヘ
ト
モ
、
熟
成
ス
ル
一
一
新
聞
開
費
一
一
付
莫
大
之
仰
入

用
相
立
候
ニ
付
、
犬
等
ノ
儀
何
ト
ナ
ク
鐘
リ
候
ト
ノ
儀
ナ
ラ
ン
欺
」
と
言
ひ
、
暗
に
此
事
業
が
失
敗
で
、
露
冠
を
名
目
と
し
て
廃
止

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
事
を
暗
示
し
て
居
る
。

h
yく
て
、
正
養
自
身
が
「
今
此
御
代
に
あ
た
り
、
数
千
哉
の
不
毛
の
名
一
時
に
消
え
て
上
固
と
な
ら
ん
事
仰
ぎ
て
も
猶
飴
り
あ
る
事

な
か
」
と
嬉
ん
だ
事
業
も
全
く
中
絶
し
た
。
而
も
そ
の
後
間
も
な
く
凶
年
に
襲
は
れ
た
も
の
ら
し
く
、
文
化
五
年
八
月
十
五
日
峠
下

を
通
っ
た
合
法
務
士
高
津
泰
の
日
記
「
格
北
鎌
」
に
は
「
始
見
ゴ
一
荒
茅
中
往
生
何
二
回
畝
-
前
箱
館
奉
行
安
嘉
一
守
洞
太
五
養
首
都
ニ
奥
羽
民
一

所
二
開
墾
一
惟
恨
秀
而
不
レ
賓
也
。
」
と
書
い
て
居
る
。

か
く
て
折
角
の
劃
期
的
計
蓋
も
中
止
さ
れ
、
稲
作
の
奨
励
は
安
政
一
二
年
幕
府
の
蝦
夷
地
再
直
特
起
待
た
ね
ば
な
ら
た
か
っ
た
が
、

計
査
が
大
き
か
っ
た
だ
け
に
遊
間
も
永
久
的
な
も
の
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
文
化
三
年
「
成
操
捉
島
紀
行
」
(
津
軒
務
士
山
崎
今
般
著
)

に
操
れ
ば
「
首
慮
(
一
段
村
J

と
大
野
の
間
新
閏
間
護
専
ら
友
り
3

越
後
謹
の
百
姓
五
百
人
除
、
御
腫
の
内
、
同
月
六
日
此
村
を
祖

り
し
に
、
今
鍬
初
め
と
み
え
二
町
歩
飴
斗
開
け
た
り
。
用
水
・
堰
一
等
格
別
の
御
手
入
怒
り
。
」
と
あ
る
。
斯
く
し
て
作
ら
れ
た
水
同
は

幕
府
の
保
護
を
離
れ
、
松
前
総
に
よ
っ
て
も
育
て
ら
れ
や
科
等
を
耕
作
さ
れ
て
居
た
が
、
水
田
と
し
て
安
政
迄
持
ち
続
け
ら
れ
、
例

第五径四三O頁
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へ
天
保
の
凶
慌
の
如
き
も
の
を
経
て
中
絶
さ
れ
た
事
が
あ
っ
た
に
し
て
も
、
保
件
さ
へ
窓
ま
れ
L

ば
米
作
も
試
み
得
る
欣
態
に
あ
っ

た
。
そ
し
て
幕
府
時
代
に
州
役
の
俗
額
百
八
十
文
を
課
せ
ら
れ
て
居
た
同
地
役
が
、
不
作
在
理
由
と
し
て
松
前
藩
時
代
に
は
徴
集
を

免
ぜ
ら
れ
無
役
で
る
っ
た
し
、
奥
羽
の
凶
作
は
，
寧
ろ
そ
の
刺
戟
に
す
ら
な
っ
た
と
忠
は
れ
る
。

安
政
三
年
、
組
尾
手
作
場
で
試
作
さ
れ
た
大
野
村
極
「
あ
か
い
ね
」
は
後
に
此
地
方
で
地
米
と
稿
せ
ら
れ
た
も
の
で
、
函
館
地
方

稲
作
の
普
通
種
と
な
っ
た
の
だ
が
、
と
の
際
に
土
着
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
後
明
治
廿
六
年
試
験
の
結
果
最
良
の
成
績
を
示
し
た
白

髪
も
間
も
な
く
輸
入
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
c

以
上
の
如
く
、
函
館
地
方
の
稲
作
が
柿
々
安
全
化
し
、
幕
府
等
の
奨
働
が
あ
っ
た
に
不
拘
、
そ
れ
が
普
及
に
は
更
に
歳
月
を
重
ね

な
け
れ
ば
な
ら
・
な
か
っ
た
の
に
は
、
間
半
に
農
業
の
堤
働
の
み
で
は
解
決
の
出
来
な
い
枇
命
日
経
桝
事
情
が
存
在
し
て
居
た
か
ら
で
あ
っ

た
。
そ
れ
は
農
業
に
股
ペ
て
迭
に
有
利
な
産
業
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

松
前
蝦
夷
地
が
漁
利
に
惑
ま
れ
て
居
る
事
は
古
来
有
名
な
事
買
で
殊
に
鯨
・
鮭
・
昆
布
は
そ
の
大
宗
と
さ
れ
て
局
た
。
・
例
へ
ば
鯨

は
松
前
産
物
中
最
も
多
い
も
の
で
あ
っ
た
が
、
鯨
時
に
な
る
と
、
よ
く
/
¥
病
身
の
も
の
、
叉
は
出
家
の
外
は
悉
く
目
白
へ
出
て
聞
き
、

一
一
服
も
一
日
一
貫
文
、
す
た
っ
た
鯨
を
拾
ひ
上
ぐ
る
寡
婦
さ
へ
も
八
九
雨
は
得
ら
れ
た
と
言
ひ
「
佐
渡
・
越
後
中
ほ
ど
身
上
も
つ
れ
た

る
も
の
尋
来
て
借
家
を
か
り
油
断
な
く
働
く
者
は
三
十
雨
・
四
十
隔
の
金
子
を
三
ヶ
月
程
に
貯
へ
」
得
る
程
で
舟
り
、
共
ぬ
左
得
れ

ば
閉
式
年
ま
で
は
渡
社
製
で
あ
り
、
故
に
漁
業
に
従
事
す
る
も
の
に
は
無
一
文
で
も
よ
く
金
融
の
塗
が
つ
い
て
居
h
。
昆
布
亦
然
り
で

あ
っ
た
。
確
置
で
利
益
の
多
い
漁
業
を
眼
前
に
控
へ
た
松
前
人
に
ぺ
と
っ
て
比
較
的
不
安
定
で
而
も
不
利
袋
な
農
業
そ
省
み
な
か
っ
た

り
は
首
然
で
あ
っ
た
。
「
土
人
一
五
、
此
地
方
に
て
五
穀
を
作
ら
す
と
、
共
故
い
か
ん
と
問
ふ
に
、
凡
制
漁
は
二
月
中
旬
よ
り
は
じ
め
て

さ
れ
ば
儲
か
の
日
敢
に
て
数
百
金
を
得
る
事
な
り
、
共
業
斯
の
如
く
す
み
ゃ
か
な
り
。

H
正
に
依
て
耕
転
の
業

春
の
土
問
に
を
は
る
。

の
如
き
迂
遠
な
る
事
は
一
人
も
是
を
つ
と
め
や
、
年
中
辛
苦
に
日
を
逸
ら
ん
よ
り
は
千
座
し
て
衣
食
に
み
て
ん
に
は
し
か
し
と
」
「
東

海
参
諦
」
の
著
者
が
記
し
て
居
る
の
は
要
領
を
得
た
答
で
あ
っ
た
。
と
の
と
と
を
「
東
遊
雑
記
」
の
著
者
は
市
民
に
具
際
的
に
の
ペ
て

北

海

道

米

作

前

史

二
七
五
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北
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道
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作

前

史

二
七
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居
る
。
「
人
立
労
し
て
日
本
人
の
如

c
に
耕
し
な
ば
、
例
へ
初
年
に
は
不
作
す
る
と
も
、
二
三
年
も
作
り
て
土
地
も
作
物
に
馴
れ
て
は
、

日
本
の
地
程
賓
ら
や
と
も
相
躍
に
熟
す
べ
き
は
誰
し
も
存
ぜ
る
事
な
が
ら
、
松
前
の
地
は
春
一
一
一
月
の
聞
に
凡
百
日
腕
を
取
り
、
年
中

。
暮
方
の
代
と
し
、
地
の
利
方
の
小
に
し
て
持
せ
ざ
れ
ば
熱
せ
ざ
る
を
知
り
て
更
に
耕
の
心
た
し
に
そ
の
暮
し
の
如
何
に
本
日
切
な
も

の
で
あ
る
か
を
の
べ
て
「
不
行
跡
に
て
貧
な
る
島
人
に
で
も
海
上
に
出
て
飽
貝
を
取
れ
ば
五
百
も
七
百
も
取
る
事
に
し
て
、
二
時
か

三
時
の
か
せ
ぎ
を
以
て
七
百
文
も
八
百
文
も
共
催
な
る
事
に
て
、
三
日
も
五
日
も
家
内
在
養
ふ
に
足
り
、
水
練
す
る
者
は
海
底
に
入
句

て
少
し
の
内
に
も
昆
布
の
一
駄
も
取
あ
ぐ
る
事
故
に
旧
制
を
耕
し
て
一
度
に
や
う
/
¥
米
の
一
石
や
五
斗
出
来
る
事
に
一
年
中
の
汗

水
に
成
て
第
せ
ざ
れ
ば
地
の
利
を
取
ら
れ
ざ
る
事
を
忠
ひ
居
れ
ば
、
耕
を
し
て
業
と
す
る
者
は
外
に
致
方
の
た
き
紋
と
心
得
居
る
松

前
の
風
俗
に
て
、
道
な
ら
ぬ
了
間
乍
ら
商
世
と
な
る
海
底
の
津
山
に
あ
る
故
た
り
。
」
と
言
っ
て
居
る
。
而
し
て
漁
業
は
主
と
し
て
存

か
ら
夏
に
か
け
て
の
仕
事
で
、
漁
耕
作
期
聞
の
短
い
農
業
を
兼
ね
る
事
は
困
難
だ
っ
た
の
で
る
る
。
「
北
海
随
筆
」
は
此
部
面
左
強

調
し
て
「
松
前
に
て
旧
作
せ
ざ
る
事
は
土
地
に
る
は
ざ
る
に
と
れ
た
く
、
間
作
の
時
節
、
航
漁
と
さ
し
あ
ふ
ゆ
え
、
古
来
ι

耕
を
と
L

ろ
み
る
も
の
な
き
な
り
。
」
と
言
っ
て
居
る
。

後
に
鯨
漁
の
利
が
薄
れ
、
若
く
は
是
を
行
び
得
、
な
い
地
方
に
一
住
ま
ね
ば
な
ら
た
か
っ
た
者
は
、
漁
業
の
傍
ら
農
業
を
行
ふ
者
が
弐
却

に
多
く
な
り
、
江
差
の
厚
禅
部
並
に
木
古
内
、
箱
館
附
近
等
で
、
相
官
の
耕
地
が
現
れ
て
来
た
が
、
是
と
て
も
沖
濃
A
T
漁
で
、
そ
の
耕

拍

作
法
は
至
っ
て
粗
放
な
も
の
で
あ
っ
た
。
即
ち
厚
惇
部
附
近
D
者
は
「
鮭
の
漁
は
す
れ
ど
も
農
事
乞
よ
く
勤
る
」
程
度
の
農
家
で
あ

り
、
函
館
附
近
の
村
々
も
、
漁
業
と
畑
作
を
兼
ね
る
も
の
が
多
く
、
海
謹
に
遠
く
漁
利
の
な
い
犬
川
・
一
之
渡
・
大
野
・
文
月
・
濁

川
等
の
各
町
村
は
駄
賃
稼
乞
主
と
し
た
者
向
」
あ
つ
わ
川
故
に
共
耕
作
方
法
も
「
盛
夏
吏
ニ
夷
草
茅
一
待
ニ
八
月
枯
燥
一
焚
而
次
レ
之
、
明

春
墾
一
昨
共
地
一
作
レ
之
凶
|
一
二
年
靴
磨
レ
之
別
第
二
新
出
一
」
と
言
っ
た
焼
州
で
、
市
も
相
営
の
牧
穫
が
あ
っ
た
事
は
、
「
東
遊
記
」
に
「
山

州
笹
有
る
所
を
焼
は
ら
ひ
、
う
た
ひ
反
し
も
せ
十
、
梁
を
ま
き
け
る
に
、
と
と
の
外
よ
く
出
来
た
り
。
飯
椀
に
三
杯
ま
き
て
梁
十
八

依
と
り
た
り
と
云
ふ
。
治
決
い
ら
示
。
」

と
書
い
て
居
る
と
と
に
よ
っ
て
も
知
ら
れ
る
。

か
L
る
者
に
、
例
へ
肥
料
を
施
さ
や
、
極
組

東証書官日
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放
な
形
で
あ
っ
た
と
は
一
言
へ
、
凡
て
に
手
間
佐
川
賞
す
る
稲
作
を
普
及
さ
せ
る
と
言
ふ
事
は
困
難
で
あ
っ
た
。
勿
論
、
H
疋
等
の
農
業
に

従
ふ
者
は
在
来
の
漁
民
で
は
な
く
、
厚
津
部
D
者
は
、
「
過
牛
は
南
部
山
家
の
貧
な
る
百
姓
移
り
来
て
住
昨
」
し
た
者
で
あ
り
、
大
野

村
附
近
の
新
川
向
に
入
っ
た
者
も
越
後
の
農
民
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
す
ら
種
子
を
蒔
く
と
、
山
又
は
演
に
出
稼
に
行
く
の
p

を
常
と
し
た
。

「
松
前
秘
一
色
に
「
中
之
郷
、
掛
川
村
、
文
月
村
:
:
:
此
村
々
な
ど
は
山
中
に
て
米
穀
不
生
の
地
・
な
れ
ば
、
素
よ
り
山
駒
内
を
専
い
た

し
、
聞
比
布
制
時
節
に
は
共
場
所
稼
に
出
て
」
共
頃
は
宿
に
は
老
人
斗
居
る
事
の
よ
し
と
記
し
、
松
浦
竹
四
郎
「
蝦
夷
日
誌
」
に
よ
れ

ば
千
代
田
村
は
「
春
よ
り
夏
は
海
に
下
り
て
漁
獄
し
、
共
聞
に
村
に
蹄
り
農
稼
す
る
な
り
。
」
と
報
じ
て
居
る
。

安
政
以
後
幕
府
が
一
件
ぴ
稲
作
を
奨
励
し
た
際
も
「
一
躍
重
に
海
岸
に
村
落
を
な
し
、
漁
師
ど
も
多
く
、
山
附
野
方
村
々
之
者
共
に
蝦

夷
地
漁
業
出
稼
而
己
専
ら
心
掛
、
漁
隙
農
事
相
替
、
中
に
は
男
女
と
も
遠
方
へ
致
ニ
山
山
稼
一
相
脱
出
候
老
人
子
供
而
己
作
方
設
し
、
春
耕
秋

一
時
之
利
盆
左
相
好
、
米
穀
味
噌
等
都
而
他
岡
之
入
舟
を
相
待
候
弊
風
」
と
戦
っ
て
「
土
地
生
産
を
以
日
用

を
緋
候
様
農
民
の
冥
利
等
第
一
に
相
論
」
す
の
は
容
易
な
事
で
悼
友
か
っ
た
。
年
買
を
幌
く
し
、
市
中
在
住
之
内
有
芯
者
之
内
人
数

選
ん
で
農
業
世
話
方
と
し
、
支
配
向
友
者
を
時
々
廻
村
さ
せ
て
判
断
農
を
敬
識
し
、
土
地
を
請
ふ
も
の
あ
れ
ば
願
出
弐
第
割
渡
し
、
篤

農
を
表
彰
し
又
、
小
屋
掛
料
、
農
具
代
三
ヶ
年
聞
の
夫
食
代
等
を
支
給
し
て
新
同
開
殻
に
努
め
、
開
墾
費
用
、
悪
水
路
堀
割
費
等
を

十
ヶ
年
賦
で
貸
付
け
る
等
の
手
段
を
査
し
、
水
田
段
別
を
倍
加
す
る
事
が
出
来
た
が
、
急
激
な
進
歩
は
見
ら
れ
友
か
っ
た
。

牧
之
辛
苦
を
い
と
ひ
、

士
ロ
4
4
M叫

論

記
蝕
か
何
れ
も
簡
単
で
る
る
が
た
め
に
、
品
種
並
に
耕
作
訟
に
閲
し
て
は
全
く
不
明
と
言
つ
で
も
良
い
が
、
相
知
・
江
差
地
方
の

米
作
に
閲
す
る
限
り
、
津
純
・
南
部
等
に
行
は
れ
た
も
の
と
殆
ん
ど
費
る
所
が
友
い
も
の
を
用
，
ひ
て
も
、
土
地
の
選
定
さ
へ
そ
の
宜

し
き
を
得
れ
ば
米
作
は
技
術
的
に
不
可
能
で
は
な
か
っ
た
様
で
あ
る
。
唯
水
間
関
穫
に
必
要
な
力
強
い
援
助
が
松
前
務
時
代
に
は
快

け
て
居
た
た
め
に
、
試
験
的
に
は
成
功
し
乍
ら
も
米
作
は
永
い
間
不
可
能
脱
さ
れ
て
居
た
。
松
前
藩
を
し
て
か
L
る
態
度
に
出
で
し

北

海

道

米

作

前

史

七
七
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北

海

道

米

作

前

史

二
七
八

め
た
も
の
は
、
米
作
よ
り
も
よ
り
有
利
な
る
応
業
が
存
在
し
、
北
ハ
陀
業
を
結
け
仰
る
限
り
、
米
を
主
食
と
す
る
松
前
務
中
の
士
民
の

生
活
に
大
き
な
脅
威
は
無
か
っ
た
の
で
あ
る
の

幕
府
は
、
岡
防
的
な
目
的
で
そ
の
布
来
抱
懐
し
て
居
た
山
版
本
、
1
I

誌
を
合
却
化
し
乍
ら
、

H
正
を
積
極
的
に
奨
附
し
た
。
共
結
果
技
術

的
な
不
可
能
性
は
迷
信
に
過
ぎ
な
い
事
を
明
か
に
し
、
此
方
耐
の
陣
容
を
除
去
し
た
が
、
枇
合
的
・
粧
術
的
な
制
約
を
除
く
事
が
同

来
な
か
っ
た
。
採
取
業
は
依
然
と
し
て
米
作
よ
り
も
有
利
で
る
り
、
米
は
比
較
的
容
易
に
排
出
向
す
る
事
部
出
来
た
か
ら
で
あ
る
。

米
作
が
普
及
殻
越
す
る
た
め
に
は
此
師
陣
容
が
除
か
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
即
ち
、
米
作
が
漁
業
に
比
較
し
て
粧
掛
的
に
有
利

化
さ
れ
る
か
若
く
は
他
に
仰
ぐ
事
が
困
難
と
な
り
、
自
給
の
必
要
が
強
一
安
さ
れ
る
事
で
あ
る
。
共
時
が
米
慣
の
騰
貴
と
輸
送
に
不
仰

な
内
陸
に
迄
開
拓
が
越
ま
ね
ば
な
ら
な
い
お
に
よ
っ
て
到
来
す
る
誼
、
米
作
は
附
技
術
的
な
可
能
性
の
み
を
準
怖
し
て
静
か
に
科
た

ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
政
策
は
さ
う
し
た
勢
に
乗
る
一
引
に
よ
っ
て
の
み
仙
以
来
を
見
た
の
で
あ
っ
た
。

ハ
昭
一
六
・
一
・
一
五
U


